
1． アーバン・デザインからの展望

2． アート・文化と復元力のある都市にする

3． 都市移住の政治経済学

⸺文化の境界を越え空間認識を拡大するために

⸺ブリュッセルを事例に

バリー・シェルトン（シドニー大学名誉教授・建築デザイン）

リリー・コン（シンガポールマネジメント大学学長）

クリス・ケストロート
（ルーヴェン・カトリック大学教授・地理学）

文化創造、アート、ローカルな多様性と
レジリエンス（3部構成）

グランフロント大阪北館タワーＣ８階
ナレッジキャピタルカンファレンスルームタワーＣ
Room C 03+04

大阪市立大学学術情報総合センター
10階会議室

北欧とアジアに学ぶ刑務所出所者の社会的
包摂⸺インクルーシブな地域づくりの構想
に向けた国際共同の研究集会

先端的アジア都市論連続企画　包摂都市を
構想する－包摂型アジア都市論の挑戦

浜井浩一（龍谷大学）、アンジェリカ・シャフト（ノルウェー労働・福祉局）、ハンス・
ヨルゲン・ブリュッカー（ノルウェー矯正研修所）、アンネ・セィット（香港社区組
織協会）、手塚文哉（法務省大阪矯正管区長）、松田慎一（NPO 法人大阪府就労支援
事業者機構）、水内俊雄（都市研究プラザ）

文化の創造性と復元力⸺ヒト・モノ・コト・
記憶の関係性（スピーチセッション）
地域の復元力、木／土と教育の復元力、メタセコイアと文化の復元力、
ギターの復元力 ※ 展示セッションを同一フロアで開催します。

（大阪市住吉区杉本3-3-138 / 06-6605-3211）
JR「杉本町」歩3分

（日本語中心・状況に応じて英語による要約）
レ ジ リエ ンス

2016年9月20日正午


